
年表活用・準用について
「ちゅくいむじゅくい風土と建築」展において制作した年表について

制作者の希望

　制作者は、この年表が幅広く役立つことを希望している
　

活用・準用のマナー

　一.本年表(初版)、若しくはこれを活用・準用したものを商用利用することは、
　　 制作者の意図に反する行為とみなす

　一.活用・準用する場合は、必ず制作者を記名する

制作者：ちゅくいむじゅくい風土と建築実行委員会
制作年：Ｈ22.09

保管者：沖縄県建築士会
保管物：年表(長さ約10ｍ：テント地)　　年表データ
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●6月、県庁、首里から那覇西村に新築移転し開庁式
●11月、第1回県費留学生上京

●沖縄でコレラ大流行
　患者1万1200人余、死者6400人余

●7月、明治橋、渡地－奥武山－垣花間にはじめてかけられる

●那覇・首里間の約5km、首里・与那原間の約9kmに車道が初めて開通

●「御真影」県立師範学校に下賜

●沖縄各地でサトウキビ栽培

●2月、沖縄の瓦葺きおよび建物の禁制が解除され、庶民住宅の建築が自由となる

●那覇で初めてとなる洋風木造建築の「南陽館」が創建される

このころ謝花昇、杣山問題で奈良原繁県知事と対立

●間切・島番所が役場と改称

●3月、沖縄県行政区画、二区・五郡となる
　那覇・首里の2区、国頭・中頭・島尻・宮古・八重山の5郡

●沖縄初の海外移民26人が当山久三らによってハワイに

●4月、土地整理事業始まる（1903.10まで）。本土の地租改正に相当

●5月、首里の平良－普天間に普天間街道開通（郡道のはじめ）

●国頭村奥で大垣（猪垣）の建設が始まる

●2月、仲座久雄、中城に誕生（～1962）

●宮古で人頭税廃止

●5月、那覇に明治橋（南北2橋）完成

郡道の開設・改修さかんに行われる

このころ、アダン葉帽子製造が盛ん

このころから「大宜味大工」が評価される

●1月、大城龍太郎、金武村に誕生（～1992）

●4月、旧首里城の建物が首里区に払い下げられる

●10月、沖縄製糖（株）嘉手納製糖工場竣工

●3月、大宜味村役場庁舎（鉄筋コンクリート）完成。設計は清村勉

●石垣島観測所、鉄筋コンクリートになる

●6月、首里城正殿（国宝）、解体工事着工
●このころ、那覇において大宜味大工が中心となった国頭大工組合を結成

●7月、国場幸太郎（31）、那覇市で土建業国場組を設立
●沖縄美術協会結成

●9月、泊浄水場完成し、各戸へ給水開始
●5月、伊東忠太の人力によって18件（戦前の国宝件数は21件）の建造物が国宝指定

●3月、第1回郷土博物館建設実行委員会の開催
●この年、鉄筋コンクリート3階建デパートの丸山号建造

●2月、名護の岸本久幸、沖縄初のセメント瓦工業を興す（南国耐風瓦）

●7月、首里城北殿を修理して、沖縄初の博物館「沖縄県教育会付設郷土博物館」落成・開館

●7月、謝花昇記念館、落成式

●大宜味・国頭村の境に大国トンネル完成
●11月、国頭愛楽園、屋我地島に開園

標準語励行運動が盛んになる

●3月、ユタ150人が

●10月、田辺泰・巖谷不二雄『琉球建築』刊

●9月、那 覇市長・当間重剛、都市計画の専門家・丸山芳樹に「大沖縄市建設構想」を依頼

●4月、柳宗悦ら、沖 縄の風致保存の具体案作成

検挙される

●5月、大城龍太郎設計の武徳殿竣工。無償で県有地を借り受け県民の寄付で建設

●8月、YKT建築会社が営業開始。牧港軍病院改修ほか、ライカム関連の工事を請け負う

●10月、リビー台風（風速49m）沖縄を襲来。家屋全壊6000戸

●3月、キャンプ桑江内に戦後最初のコンクリートビル着工。のちに琉球列島米国軍政本部（ライカム）が置かれる
●4月、石川琉米文化会館開設。最初の琉米文化会館
●5月、金秀鉄工所創業

●9月、那覇市牧志町にアーニーパイル国際劇場新設
●11月、首里の各学校、テント校舎をカヤ葺きに建て替えるため、後援会や教員が国頭に、宿泊して建築資材を確保

●11月、壺屋陶器瓦工業復興のため先遣隊（103人の陶工や作業隊）が壺屋に入る
●11月、設営隊（大城鎌吉ら136人）牧志に入る。製瓦工場を現在の三越の所に設営

●この年、アトキンソン建設会社とジョーンズ建設会社がJVを組み沖縄進出。「A・J時代」の到来
●2月、陸軍沖縄地区工兵隊（DE）がキャンプ桑江内で編成され、基地建設と拡張工事の指導監督にあたる

●5月、首里市立郷土博物館開館
●6月、米軍政府、沖縄南部・中部の残存家屋を取り壊し北部地区に輸送・建築
●6月までに、1万8602棟の規格住宅建設。材料は沖縄側の廃材が約半分、残りは米国産

●10月、「永久的な沖縄軍事基地」の建設が北谷町桑江で開始される
●10月、基地建設のため米国本土から民間人1万3000人が北谷に到着

●11月、仲座久雄、米海軍の指示により、ツーバイフォー工法による応急住宅（規格住宅）の設計完成　

●米陸軍、那覇－読谷に送油管敷設（～1956）
●11月、大城重信、西平守徳、山里銀造、ライト工務店設立 ●ジョーゲン・シャーベック設計事務所設立

●4月、国場組、国際入札に参加し、地元業者として初めて米軍工事を受注
●4月、那覇市役所、牧志町の国際劇場東側にコンセットの新庁舎を建設

●7月、那覇市内の建築制限が緩和され劇場建築が始まる
●8月、仲座久雄、真和志村松川に戦後初の建築設計事務所を設立

●4月、中央教育委員会、校舎建築が緊急問題であると声明
●7月、沖縄の不足住宅は約7万9000戸。復旧率は戦前の21%

●10月、崇元寺石門修復落成式
●12月、那覇港ターミナルビル完成
●12月、那覇市、本格的な水道工事をスタート

●11月、沖縄初の建築士認定試験、
　一級建築士48人合格

●1月、沖縄学徒後援会（屋良朝苗会長）、全国で校舎復旧の募金運動を展開

●4月、米国民政府・琉球政府の庁舎となる行政府ビル（設計：松田軍兵、建設：国場組）落成。
　「アメリカ合衆国より琉球の住民に献呈する」の碑も除幕

●1月、那覇市、都市計画指導のため石川栄耀博士を招聘し、石川構想発表

●2月、那覇市の又吉道路開通。前那覇市長の故又吉康和の名をとって命名
●7月、沖縄建築設計監理協会（会長：大城龍太郎）結成

●12月、琉球大学志喜屋記念図書館完成
●12月17日、沖縄建築士会設立。仲座久雄会長

●1月、那覇市、若狭市営住宅完成。沖縄初の公営アパート

●6月、プライス勧告反対・軍用地四原則貫徹住民大会。「島ぐるみ闘争」へ発展

●1月、米軍、軍用地問題の最終方針を発表。無期限使用、地代一括払い、新規接収など

●12月、沖縄建築士会編『沖縄建築士』創刊

●3月、桑江キャンプ内の米陸軍病院落成

●5月、那覇国際空港ターミナルビル（宮平久米男設計・大城組工事）落成式

●9月、第一次宮古島台風（サラ）襲来。最大風速65m、8000戸倒壊

●2月、文化センター設置諮問委員会、那覇市与儀試験場一帯に劇場や図書館・博物館などの建設を検討

●4月28日、沖縄県祖国復帰協議会結成

●10月、首里城歓会門復元工事竣工

●5月、名護－石川間に沖縄自動車道開通

●10月、沖縄平和祈念堂、県立平和祈念資料館完成

●1月、ガウディ展（国場ビル）開催。岡本太郎、ガウディについて講演

●3月、沖縄石油（株）の原油タンク21基完成

●1月、沖縄市民会館落成
●2月、平和通りアーケード完成

このころ、古い地名を残そうとする声が沖縄各地で高まる

●4月、与那城村伊計島と宮城島を結ぶ伊計大橋完成

●3月、南島地名センター発会。初代会長・仲松弥秀
●7月、復帰後最悪の長期断水（～82.6）

●2月、匠設計代表の洲鎌朝夫、読谷村の「やちむんの里」で吉田五十八賞にノミネートされる
●3月、国頭村の宜名真トンネル開通。県内最長

●11月、「沖縄の住まい」展開催。清家清記念講演会「これからの沖縄の住まい」●10月、「沖縄の住宅を考える」シンポジウム
●8月、シンポジウム「造形空間における関係性」

●2月、本部町健堅と瀬底島を結ぶ瀬底大橋開通

●観光客200万人突破

●4月、沖縄市センター通り、「中央パークアベニュー」に生まれ変わる

●3月、那覇市立城西小学校（原広司＋アトリエファイ建築研究所）落成

●8月、名護市民会館オープン

●4月、那覇港臨港道路の若狭－泊間を結ぶ泊大橋開通

●5月、那覇市上之屋の米軍施設、牧港住宅地区が返還

●9月、沖縄コンベンションセンター開所

●6月、「ひめゆり平和祈念資料館」、糸満市に開館

●この年、リゾート開発などの影響を受け、県内地価急騰

●2月、池間大橋開通
●10月、那覇市天久の那覇新都心開発整備事業開始

●1月、県新庁舎行政棟完成
●2月、沖縄自然冷房住宅「ドーモ・チャンプル」（上原一＋象設計集団）が日本デザイン賞審査会でデザイン大賞受賞

●8月、旧立法院棟の解体工事始まる
●11月、漫湖に那覇東バイパス「とよみ大橋」開通

●6月、沖縄県立現代美術館（仮称）公開設計競技の結果発表。石本建築事務所・二基建築設計室の共同企業体
●7月、県総合女性センター「てぃるる」開館

●太田県政、
「基地返還アクションプログラム」策定

●11月、沖縄都市モノレール事業起工式
●2月、那覇市壺屋焼物博物館開館

●2月、浜比嘉大橋開通
●3月、読谷村新庁舎が米海兵隊読谷補助飛行場に完成

●10月、第11回甍（いらか）賞瓦屋根設計実施例コンクールで、県平和祈念資料館が景観賞受賞

●9月、国映館とグランドオリオン、47年の歴史に幕を下ろし閉館

●1月、国営沖縄記念公園内に「沖縄美ら海水族館」開館 ●首里金城町の石畳周辺で石垣保存運動開始
●県発注の土木建築工事の談合問題で県建設業協会が謝罪

●4月、浦添市てだこホール開館
●7月、ごみ処理施設受け入れに伴う還元施設「環境の杜ふれあい」オープン
●7月、110年前の民家を再現した「町うちなあ家」、北谷町で開所

●5月、造園組合県支部が、伝統の竹垣チニブを復活させ識名園に設置●1月、「国立劇場おきなわ」浦添市勢理客に開場。設計・高松伸
●2月、東村立山と水の生活博物館、東村川田に開館

●5月、那覇空港新ターミナルビル完成

●8月、名護英語学校解体

観光客455万人 観光客515万人

●3月、県の新平和祈念資料館完成
●5月、沖縄サミットの主会場となる名護市の万国津梁館が落成

●10月、恩納村新庁舎、糸満市新庁舎が完成

●10月、沖縄国際海洋博覧会のシンボル「アクアポリス」、
　売却先の上海へえい航されスクラップ

●4月、「パレットくもじ」オープン（RIA＋国建）

●2月、浦添市美術館開館。設計・内井昭蔵

観光客300万人突破

●6月、佐敷町文化センターに県内初の音楽専用ホール・シュガーホール開館

●4月、泊ふ頭旅客ターミナルビル「とまりん」オープン

●8月、沖縄県立公文書館、南風原町にオープン

●11月、県内初の私立美術館・佐喜眞美術館(設計：真喜志好一)開館
　フェンスを基地内に押し込む形で用地を確保

●9月、県庁舎新築工事にともない、武徳殿の取り壊し
●11月、首里城正殿復元工事始まる。首里城正殿の復元を中核に、歴史的都市公園として整備する計画
●11月、南風原町立文化センターオープン

●5月、県内初の海水を利用する水道「海水淡水化施設」が北大東村に完成

●9月、県都市モノレール会社が、第3セクター方式で設立

●11月、那覇市内の若手建築家達が組織する「街に緑と公園をつくる市民の会（真喜志好一世話人）、
　刑務所跡地を公園にするプランを発表

●3月、名護市庁舎の建築設計案、本格的なコンペ方式で象設計集団に決定

●10月、県、都市軌道建設準備室設置

●1月、沖縄建築研究会（又吉真三会長）結成
●3月、中城湾港開発事業、本格的にスタート
●3月、沖縄県国有鉄道導入調査委員会、「県営鉄道の導入検討すべき」と調査報告
●4月、沖展の運営委員長や関係者、県教育庁に美術館建設を要請
●6月、今帰仁村企画課と象設計集団、「伝統的な山原型」の土地利用を評価したマスタープラン発表

●10月、個人住宅の建築ラッシュ
●12月、県教育長、史料館・美術館・文化会館からなる県立総合文化センターの建設計画を発表

●7月、ホテル・ムーンビーチ落成

●9月、象設計集団設計による今帰仁村公民館落成

●11月、那覇文化センター（旧琉米文化会館）開館。那覇琉米文化会館図書部を引き継ぐ

●11月、本部町が海洋博会場周辺の土地の大半が
　本土企業によって買い占められていると発表

●4月、海中展望塔が名護町喜瀬の武瀬名岬に完成
●10月、那覇大橋開通（全長140m）
●10月、那覇市民会館完成
●12月、那覇市水道局総合庁舎（那覇市真和志支所）完成。設計・宮里栄一

●6月、地上8階の神元ビル（我那覇設計事務所）那覇市久茂地に完成。高層化時代の草分けで沖縄初の全館貸しビル
●6月、宮古空港にターミナルビル完成
●7月、那覇市の松川小学校に、市内の小学校では初となるプール完成

●10月、集中豪雨で北部全域に被害

●7月、沖縄最大の福地ダムの建設開始。東村福地川における北部水源開発プロジェクト
●11月、ガルフ石油会社、平安座島と与勝半島・屋慶名を結ぶ海中道路建設計画を発表

●3月、宮古・八重山で干ばつ
●7月、沖縄各地で水不足

●金城信吉、門設計研究所設立

●9月、那覇市新庁舎落成（設計：宮平設計事務所、施工：善太郎組）
●11月、沖縄初のエスカレーター、デパート・リウボウで落成
●12月、北部各地で住宅の建築ラッシュ

●2月、生コンクリート製造設備により、このころコンクリートミキサー車が急増。大幅な労働力縮小を招く

●5月、読谷で外人向け貸し住宅の建築が急増
このころ、赤瓦の生産がセメント瓦におされて不振
●8月、旧円山号（昭和11年ごろ尾花伸次設計）取り壊し。米軍政府、沖縄民政府、立法院などに使用したもの
●9月、琉球土地住宅公社設立。賃貸住宅提供、住宅分譲、宅地分譲が目的
●10月、首里当之蔵に首里支庁庁舎完成
●10月、県内初の道路横断橋、那覇市久茂地1号線に完成
●12月、沖縄最大の貯水タンク、那覇市上間に完成
●12月、「沖縄アイススケート・リンク」、那覇市天久にオープン

●2月、沖縄青少年会館、那覇市久茂地に完成（設計・宮里栄一）。屋上に天体望遠鏡、プラネタリウム

●8月、ガーブ川改修工事に着手→1965.3月に水上店舗が落成

●72年ぶりの大干ばつで長期給水制限 ●9月、第二次宮古台風（コラ）来襲。最大風速85m、全半壊7500戸

●4月、国頭村奥－安田道路開通、全島一周線完成

●4月、那覇市首里久場川に公営住宅建設

●6月、塩屋大橋開通。大宜味村宮城島と塩屋を結ぶ

●12月、安和に琉球セメント工場落成、操業開始。
　沖縄における初のセメント製造

●4月、浦添村勢理客の埋立工事完成。新しい工業地帯として期待される

●5月、チリ津波、沖縄に来襲

●11月、コザ市初の公衆トイレが親善センター前に完成

●7月、中部で外人住宅建設が進み、ブロックの需要が急増
●10月、久志村に、海兵隊6000人収容のキャンプ・シュワブ落成
●11月、国場組が那覇市壺川に建設したベニヤ工場、操業開始
●12月、「週刊沖縄土木新聞」、那覇市天久で発刊

●8月、カトリック与那原・聖クララ協会、落成
●10月、守礼門、復元完成

●5月、那覇の瓦葺き家は4100軒で総数の47％、トタン葺き3500軒（40％）、コンクリート607軒（7％）

●5月、仲座久雄設計の「モデル農家」、浦添村内間区で披露
●7月、プラザハウス（設計：シャーベック）、コザ市に開店

●7月、立法院庁舎（設計：大城龍太郎）、那覇市泉崎に落成式
●12月、那覇市牧志大通り（国際通り）開通式

●12月、那覇市久茂地に「子供博物館」開館。ペルー県人会から多額の寄付があり「ペルー館」とも呼ばれた
●12月、琉球政府行政主席公舎、真和志村宮城毛の丘の上に完成

●沖縄初のエレベーター、行政府ビルに設置
●7月、明治橋、開通。沖縄唯一の近代的鉄橋

●10月、プラムリー主席民政官、3年以内に沖縄のカヤ葺き校舎を一掃すると発表

●1月、玉城小学校に粟石校舎20教室が完成。沖縄初のモデルスクールになる
●2月、那覇市崇元寺跡に那覇琉米文化会館設立。沖縄中央図書館を吸収併設

●5月、本土から土建業者が大挙来島。基地建設ブーム始まる。
●8月、羽地ダム完成（戦後ダム1号）
●9月、那覇市城岳台上に子供遊園地「新世界」開園

●12月、那覇の市場通り、波之上海岸から運ばれた砂や砂利を使ってアスファルト舗装される

このころ、土建業者の増加に伴って瓦煉瓦・石炭業者が急増
●4月、軍工事第1回国際入札、那覇港米
　軍倉庫を対象に行われ、本土建設業者など多数が参加

●10月、首里西森の美術村に建てらた仲座久雄設計の山元恵一宅、
　初の石造文化住宅として話題

●6月、那覇市西町に大正劇場竣工。民間における鉄筋コンクリート造2階建ての初め

●12月、県議会議事堂完成

●1月、明治橋開通
●3月、県立第二中学校、北谷村嘉手納の沖縄県農学校から分離し、真和志村楚辺原の城岳に新築移転

●6月、那覇市公会堂、那覇区役所と同一敷地内に新築落成
●10月、那覇辻町で大火。600戸焼失

●この年、清村勉、沖縄初の鉄筋コンクリート建築を設計（伊江村公営質屋）

近現代
沖縄の建築と社会の流れ

瓦葺き

トタン葺き

コンクリート

那覇

　この年表は、1870（明治3）年から現在まで140年間の出来事から、土木建築に関連し、一般
的な興味も高いと思われる事項をビジュアルに並べたものです。
　一歩づつ足を進めながら時間の長さを身体で確認し、当時の社会状況や住まい・街の姿を想像
して頂けるなら幸いです。

※おもな参考資料
琉球新報紙／沖縄タイムス紙／沖縄大百科（沖縄タイムス）／沖縄県史1通史／那覇市史ほか各市町村誌／日録20世紀（講談社）／20世紀年表（毎日新聞社）／昭
和・平成家庭史年表（河出書房新社）／沖縄県の百年（山川出版社）／沖縄県史ビジュアル版3　戦後／沖縄戦後生活史（沖縄タイムス）／沖縄建築（沖縄県建築士会）

　戦後の沖縄建築の変遷を示す概略図として、（社）沖縄県建築士会による以下のような資料があ
りますので、ご覧ください。

1945年
第1期：戦後沖縄の近代建築創生期

第2期：戦後沖縄の近代建築浸透期

第3期：沖縄の風土を意識した時期

第4期：風土を意識した発展期

第5期：風土解釈の転換期

第6期：新しい風土解釈の確立期

第7期：風土からの脱却、グローバル化

『沖縄建築　第36号』（創立50周年記念号）　平成17年9月発行

■沖縄建築の系譜概略

1955年

1965年

1975年

1985年

1995年

2005年

創生

風 土

転換

脱 却

沖縄戦

本土復帰

米軍統治下

海洋博

●沖縄県初の銀行「国立第百五十二銀行」設立

●この年の沖縄の人口31万余人、戸数6万3000余戸

●3月、尚泰、首里城を明け渡す
●那覇東村に沖縄刑務所が設置される

●このころから、首里・那覇・泊などの士族出身の人々が、山原の各村に移り住む
●12月、県下に14の小学校創立（島尻10、伊江島1、首里3）

●師範学校設立

●県庁移転問題が起こり、那覇・首里で対立
●4月、国頭村奥の糸満盛邦、県内初の共同店設立
●5月、私立国頭図書館、名護に開館。沖縄初の公開図書館

●4月、沖縄県及び島嶼町村制（特別制）を施行。間切が村にムラが字に変更

●12月、那覇市内に電燈の試運転、人びと驚く

●5月、沖縄電気軌道株式会社、久米－首里間で営業開始
●11月、那覇-与那原間に県営鉄道与那原線開通

●6月、国頭街道（那覇－嘉手納－名護）開通

●山入端隣次郎ら、沖縄自動車（株）を設立。那覇－名護間を3時間で運行

甘藷「沖縄1号」誕生

このころ沖縄各地で食糧不足

●1月、大城重信、中城村に誕生（～1995）

このころから大宜味大工の一人、前田朝一が建築工事請負を開始

●10月、初めての国勢調査実施。沖縄県の人口59万1572人。

●5月、那覇･首里に市制施行

●このころ首里市会、首里城正殿の解体を決議

●このころ沖縄県外への出稼ぎ増加

●9月、西原村に県内初の
　火葬場が設置される

●日本航空、小禄飛行場を開設。（福岡～那覇～台北）旅客飛行開始

●11月、伊東忠太『琉球－建築文化』刊

●3月、首里市山川町に「沖縄放送協会沖縄放送局（ＪOKA）」開局

●3月、沖縄電機（株）久茂地発電所が艦砲で爆発され、電気供給機能停止

●10月10日、那覇を中心に大空襲（十・十空襲）
　那覇市は90%以上が焼失

●12月、第32軍、首里城地下に司令部壕構築

●7月、沖縄県、全市町村に1村1社の神社創設7年計画を立てる
●9月、家庭用物資の総合配給帳制を実施
●9月、沖縄県が各市町村に部落会・町内会整備を指示。
　その下に隣組を組織

●5月7日、米軍占領下の石川で戦後初の学校・石川学園（後の城前初等学校）開校
●8月、米国海軍政府（ワトキンス政治部長・ハンナ教育部長ら）により、石川市東恩納に沖縄陳列館が設立
●10月31日、北部の住民収容地区に収容されていた沖縄住民、旧居住地への帰還開始

●1月、連合軍総司令部（GHQ）、北緯30度以南の南西諸島を
　日本政府から分離し、米軍の直接統治下に置く

●このころ島尻地方で薪炭不足が深刻化
●5月、民政府、特別行政区「みなと村」（奥武山～楚辺）創設

●那覇の平和通りにテント小屋の市場がたつ
●5月、琉球銀行、東町に設立

●5月、トルーマン大統領、沖縄の長期保有を決定。基地建設本格化へ始動
●6月、崇元寺石門の石が持ち去られる事態を憂慮した沖縄タイムス、古文化財の保存目的の団体結成を訴える
●7月、グローリア台風により空軍施設の50％以上が破壊。沖縄の恒久基地建設の契機となる

●10月、名所旧跡の保存を目的に「名所旧跡保存準備会」を結成
●12月、シーツ長官、那覇市の久茂地川北西を開放（戦後初の軍用地の開放）。那覇を沖縄の首都にすると発表

●このころからパイン栽培が八重山、沖縄島北部で普及しはじめる

●神奈川県立近代美術館（設計・板倉準三）
●リーダズ・ダイジェスト東京支社（アントニン・レーモンド設計）
●日本で第1次ビルブーム

日本で蛍光灯が家庭に普及し始める

●1月、愛林週間（～16）。戦後伐採一方だった山に植林を実施
●1月、恩納、屋嘉以南のオフリミッツ解除。米軍人・軍属の住民地域への立入が自由に
●イモ作から米作といった換金作物への転換が進む
●3月、中城公園開園式。沖縄民政府主催。仲座久雄設計
●4月、琉球復興金融基金（復金）制度設置

●9月、米軍、那覇市内を通る送油管から15フィート以内にある建物は、直ちに立退くよう指示

●11月、民間貿易開始

●この年、沖縄初のガソリスタンド設立

●10月、那覇旧市街、米軍施設を除いて全部開放される
●12月、沖縄戦災校舎復興促進期成会結成

●3月、那覇市場通りが名称を一般公募した結果「平和通り」に決定

●4月、琉球政府政庁ビルに飾られる予定のブロンズ製の鳩、「共産主義の象徴」として軍が許可せず

このころ、ひめゆり通りに、軍払い下げ部品のパーツ販売店が80軒ほど並ぶ
●東京都の人口900万人突破。世界第2位

「もはや戦後ではない」
●香川県庁舎（設計・丹下建三）

●東京タワー完成

●3月、宜野湾村伊佐浜と伊江島真謝・西崎で、武装米兵が土地収用を強行
●11月、4階建の山形屋デパート新館が松尾通りに開店

●9月、台風エマ（瞬間風速69.9m）が沖縄本島を襲い大きな被害

●3月、那覇市平和通り入り口に、沖縄初の交通自動信号機（米軍払い下げ）設置
●12月、この年から本土への集団就職はじまり、第一陣122人が大阪へ出発

このころ、パイン栽培のための乱伐で、北部の山林が荒廃

●このころ石油コンロ・電気製品の普及で、木炭の需要が減少

●4月、沖縄初のボーリング場第一号、普天間に開業

●1月、若狭町自治会に老人クラブ「若水会」発足。沖縄における老人クラブ第一号
●6月、喜宝院蒐集館、竹富島に開設

●この年から翌年にかけて、沖縄のキビ収穫量が戦後最高を記録
●3月、ケネディ米大統領、沖縄新政策を発表。「琉球は日本本土の一部」と声明し大幅経済援助を約束

●8月、北部の開墾地の表土が、無計画な山地開発で雨のたびに流出し問題化

このころ、田んぼをキビ作に切り替える農家が増加

●2月、那覇市の住宅難に伴い浦添村で建築ブーム
●3月、名護町立崎山図書館開館。同町出身の個人が私財を投じて寄贈したもの

●11月、那覇市の交通渋滞が深刻化。首里・那覇間がラッシュ時に1時間

●12月、観光客10万人を突破。沖縄ブームを反映し修学旅行などの大衆化が要因
●12月、本土商品の輸入攻勢が強まり、島内企業は転機に立たされていると新聞

このころ、沖縄でも本格的な3C（自動車・クーラー・カラーテレビ）時代
●5月、ガルフ社製油工場・原油貯蔵所建設を平安座中心に進めることで決定

●8月、アンガー高等弁務官、「基地撤去はイモとはだしに戻ること」と演説

●3月、石嶺団地が完成。那覇のベッド・タウン化がすすむ石嶺一帯は建築ブーム

●4月、沖縄こどもの国、コザ市に開園
●7月、全島電化完成祝賀会。全村昼夜灯

●11月、那覇市の国場川が汚染され、数十万匹の魚が死ぬ

●5月、那覇市、軍用地契約拒否を声明
●9月、国際通りで、沖縄初の歩行者天国
●10月、牧志第一公設市場オープン

●3月、那覇市の人口、30万人を突破。人口密度も東京を抜いて全国一
●6月、海洋博による郷土文化と自然の破壊を危惧する「沖縄の文化と自然を守る10人委員会」発足

●10月、金武湾を守る会400人、CTS増設の白紙撤回を求めて県庁に押し掛ける

●1月、サトウキビ収穫シーズンで、韓国から季節労働者644人が来沖
●7月、那覇市6月の消費者物価上昇率が全国1位
●7月、CTS誘致賛成・反対両派が衝突、負傷者多数

●5月、スーパー「ダイナハ」オープン

●2月、海洋博後、企業倒産相次ぐ（県内ホテル業界の閉店、一時休業続出）
●6月、北部の山間部は、復帰後の土地ブーム・海洋博・乱開発などで虫食い状態で放置されていると新聞
●6月、那覇市、県内で初めてコンピュータを導入
●8月、国営海洋博覧会記念公園、一般公開

●9月、県、観光開発基本計画を策定。「観光県」へ向けて本格的にスタート
●9月、バスレーン開設の影響で、バイク通勤が急増

●1月、海岸の砂泥棒が横行。住宅建設を中心にした建築ブームが背景
●3月、那覇市内の神原交差点、一酸化炭素濃度が全国2位
●4月、復帰後の沖縄県土面積、公有水面埋立てがすさまじく与那原町を上回ると新聞

●12月、沖縄石油基地、CTS基地の工事着工。
　金武湾を守る会が阻止行動

●1月、キャンプ瑞慶覧のハンビー飛行場返還
●5月、沖縄初となる児童館が久場川にオープン
●7月、地域主義集団談会（玉井芳郎代表）結成

●4月、海洋博記念公園内に「沖縄郷土村」を開設

●この年、ミニバイク流行
●2月、権利と財産を守る地主会が嘉手納基地を立ち入り調査。35年ぶりに自分の土地を踏む

●6月、新石垣空港問題に反対する白保住民ら、「建設阻止住民総決起大会」開催。初の反対集会
●12月、北谷町のハンビー飛行場、返還される

●5月、復帰10周年の世論調査で県民の6割が生活に満足

●1月、那覇市の「むつみ橋歩道橋」（昭和44年設置）撤去

●4月、県立芸術大学、首里に開学
●11月、「復帰15年」の世論調査で、復帰してよかった人81％

●10月、沖縄自動車道の那覇ー石川（南伸道)開通。石川－許田も一般有料道路から高速道路に格上げ

●2月、第1回「高校生我がまちを描く」展、名護博物館で開催
●5月、沖縄自由貿易地域那覇地区、那覇市鏡水に完成。わが国初のフリーゾーン

●10月、沖縄電力、民営化へ移行

●11月、首里城公園開園

●11月、那覇市金城地区に県内最大規模のスーパー「ジャスコ那覇ショッピングセンター」が開店

●2月、シンポジウム「沖縄の建築・風水の思想ー新風土主義の地平」東京で開催

●3月、沖縄県、「リゾート沖縄マスタープラン」発表

●8月、「第1回世界のウチナンチュー大会」開催

●5月、大田知事、軍用地の強制使用公告・縦覧県知事代行問題で代行を拒否

●8月、沖縄の失業率が過去最高の9.2％を記録

●11月、稲嶺知事、普天間飛行場の移設候補地を名護市辺野古沿岸と決定

●11月、琉球王国のグスクおよび関連遺産群が世界遺産に登録

●12月、名護市の岸本建夫市長、使用期限15年などの条件を設定し、米軍普天間飛行場の辺野古沿岸移設受け入れを表明

●9月の完全失業率が過去最悪の9.4％に

●4月、沖縄振興開発特別措置法に代わる沖縄振興特別措置法（振興新法）が施行

このころ那覇市でアパート建設ラッシュ

●4月、「沖縄こども未来ゾーン（新生・沖縄こどもの国）」オープン
●6月、那覇市新都心の人口が1万人を突破。月平均200～250人増加

●6月、沖縄県全域で999カ所を戦争遺跡として確認

●2月、増加する移住者と土地をめぐるトラブルに対して、石垣市が注意を促す
●3月、八重山で離島観光と移住ブーム。人口増加と建設ラッシュで地価は3年で10倍に
●4月、北中城村でNPOおきなわ環境塾が「環境保育」を開始

●7月、渡名喜村で古民家を改装し、ツアー客を受け入れ
●7月、沖縄の20代後半の男性の自殺率が、全国平均の2倍近いと新聞
●8月、日銀那覇支店、県民所得からみた物価水準は全国一高いと発表

●10月、国頭村奥区の共同店、創立100周年

●1月、観光客数515万人で過去最高、と県観光リゾート局発表

●10月、米中枢同時テロや報復攻撃で沖縄観光客のキャンセル相次ぐ

●12月、普天間飛行場移設問題で国と県、名護市はキャンプシュワーブ沖のリーフ上に建設する案に合意

●8月、沖縄都市モノレール開通

●10月、宜野湾市で普天間飛行場跡利用市民フォーラム開催

●2月、県企業局の北谷浄水場海水淡水化施設が稼働。国内最大規模
●11月、沖縄県、国際都市形成構想を正式決定

●7月、「久茂地川に清流と緑を呼び戻す会」結成

●7月、中城湾・金武湾で発生したタンカーからの廃油垂れ流しが、復帰後最大級に拡大

●12月、全国初の「沖縄県観光振興条例」を制定

●9月、不況と海洋博の不振で企業倒産あいつぐ

●10月、沖縄県、人口100万人を突破
●10月、屋良知事、金武湾のCTS用地埋め立て竣工を認可。金武湾を守る会、激高し知事公舎に乱入
●12月、県内完全失業率6％、失業者24000人で全国の3倍以上（復帰後最高）

●このころマイカーブームに後押しされ、ドライブインが次々にオープン
●10月、北部で集中豪雨被害。無計画な山地開発が原因と新聞

●11月、屋良朝苗、初の公選主席に当選

●12月、米軍、基地従業員の大量解雇を来春までに行うと通告→全軍労、反対闘争へ

●10月、沖縄初のカーブミラー、名護「七曲がり」に取り付け

●4月、立法院、軍用地代一括払い反対・適正補償・損害賠償・新規接収反対の土地問題四原則を打ち出す

●8月、宜野湾村伊佐浜一帯と真和志市銘苅一帯の明け渡し、米軍より通達

●9月、小禄村･首里市・那覇市が合併。新那覇市発足

●4月、米民政府｢土地収用令｣公布。オグデン民政副長官、軍用地の強制収容を決定

●4月、真和志村（安謝・銘苅）で米軍の武装兵が土地強制収用
●9月、牧港火力発電所完成。琉球電力公社から米軍と5つの民間配電会社に供給

●12月、小禄村で武装米兵が出動し、土地を強制収用

●1月、朝鮮戦争のため、米軍、灯火管制を敷く
建築用材・薪炭材の需給にともなって山林が荒廃

●10月、沖映本館、那覇市牧志・ガーブ川沿いにオープン

●首里や那覇市にも自動車全盛時代。人力車や荷馬車が次第にすたれる

●3月、清村勉、名護佐喜官工事

●この年、沖縄では農村疲弊のため小学生の欠席・欠食、人身売買が増加 ●日本海軍、小禄海軍飛行場建設

●6月、開洋会館（移民訓練所）落成
　鉄筋コンクリート3階建

●12月、金城信吉、南風原村に誕生（～1984）

●3月、久米～首里間の電車、バスに乗客を奪われ廃止
●3月、那覇市の失業者約6000人 ●8月、風速45mの台風、沖縄本島直撃。500余戸の家屋倒壊

●11月、沖縄県教育会の昭和会館落成

沖縄で、このころから夜間照明に石油ランプが使用され始める

●大迫貞清知事の専用車として、沖縄初の人力車導入
●この年の人口、首里が2万5720人、那覇が2万6455人

●9月、那覇警察署の“火の見台”で時報の鐘を打ちはじめる

●このころ沖縄の人口46万5470人

●6月、皇太子成婚を記念し、奥武山公園開園。沖縄初の公園

●大阪商船、大阪-沖縄間の定期航路を開設アントニオ・ガウディ、サグラダ・ファミリア着工

●コンクリートブロック、現在の形にほぼ定まる

●初の全国戸籍調査。総人口3311万825人

●1月1日、太陽暦スタート
●日本初の近代工学の教育機関「工学寮」開学

●日本で石油ランプが急速に普及し、行灯が衰える

●鉄筋コンクリート工法が日本に導入される ●コンドル設計の東京・上野博物館開館。付属館として上野動物園開設

●日本銀行、営業開始

●米国・シカゴに世界初の鉄骨17階建ビルが完成 ●フランス革命100周年を記念し、パリにエッフェル塔建設
●ニューヨークのビルに、電動エレベーターの第1号設置

●東京・浅草に日本初のエレベーターを備えた「12階」開業

●陸軍省陸地測量部が5万分の1の地図作成のため測量開始

●フランスのアンヌビク、鉄筋コンクリートを発明

●3月、東京神田にニコライ堂完成

●伊東忠太、造家学という言葉にかえて「建築学」を提唱

●アメリカ・シンシナティで世界初の鉄筋コンクリート超高層ビル（16階）完成 ●12月、ニューヨークに「マンハッタン橋」開通 ●4月、ニューヨークに高さ約240ｍのウールワース・ビル完成
●11月、東京・上野に日本初のアパート「上野倶楽部」が完成。木造5階建 ●辰野金吾ら設計の東京中央停車場（のちの東京駅）完成

このころ日本に文化住宅（和洋折衷型の住宅）定着。玄関脇を洋間にする建物が流行

那覇港の修築工事完成

このころ、ベニヤ板を利用した家具の製作が始まる

●鉄筋コンクリート校舎の初めとなる3階建ての小学校、東京・深川起工
●日本に「分離派建築会」結成
　近代建築運動の誕生

●4月、東京・上野駅地下道に東洋初の商店街が開店。地下街の始まり ●4月、黒川紀章誕生（～2007）

●10月、全国の人口6445万人、失業者約32万人

●11月、新国会議事堂が落成。資材は全て国産品

●11月、東京帝室博物館、上野公園に完成。
　東洋一の規模・設備。鉄筋コンクリート造の和風建築

●12月、建築家ブルーノ・タウト死去

●5月、サンフランシスコでゴールデンゲートブリッジ（全長2,825m）が開通
●2月、東京駅前の皇居側に「丸の内ビル」完成。通称「丸ビル」

●帝国ホテル（フランク・ロイド・ライト設計）完成 ●「日本インターナショナル建築会」設立
　表現より合理性を追求●9月1日、関東大震災

　その後鉄筋コンクリート造が普及

●三井物産横浜ビルが完成。日本初の全鉄筋コンクリート製オフィスビル

●9月、丹下建三誕生（～2005）

このころニューヨークで摩天楼の建設盛ん

●東京市の上水道が完成→翌年、全市への水道給水開始

●2月、日本銀行本店完成（設計・辰野金吾）

●米国からベニヤ板が日本に移入される●造家学会創立→翌年、建築学会に改称し『建築雑誌』創刊
●10月、ル・コルビュジュ誕生（～1965）

●3月、ミース・ファン・デル・ローエ誕生（～1969）

●東京・麹町に鹿鳴館開館●東京・銀座の下水道竣工。日本初の近代的な下水道
●1月、建築家ジョサイア・コンドル来日

●栃木県足尾銅山から流れ出た鉱毒で、渡良瀬川の魚類が多数死滅

●日本で石油コンロ発売。燃料に石油が登場

●八幡製鉄所が開業し、鋼生産開始 ●アール・ヌーボーが日本に紹介される ●8月、大阪でボール紙に波形をつけたものを「段ボール」と名付けて初めて発売 ●夏の異常低温と台風の影響で東北・北海道が大凶作。救済を要する人935万人 ●八幡製鉄所、ブリキの製造を開始 ●パリでアール・デコ展開催。
　ル・コルビュジェ「理想都市」構想が注目

●独、ワイマールに国立美術工芸学校バウハウス設立（～1933）

●3月、大阪で松下電器製作所誕生
●8月、米騒動発生
●10月、スペイン風邪大流行。翌年にかけ全国の死者15万人
●11月、武者小路実篤、宮崎県に「新しき村」開設 このころ、日本ではちゃぶ台が各家庭に普及

●ル・コルビュジエら「近代建築国際会議（CIAM）」結成
●7月、不況のため日本から、南米移民が急増

●10月、ニューヨークの株式市場大暴落

●日本で農業の機械化が始まり、農業人口の減少が目立つ
●丹下建三「東京計画1960」で開かれた都市空間を提案

●この年、日本の兼業農家が全農家の4割を超え「三ちゃん農業」全盛
●5月、東京都北区でコインランドリーの第1号登場

●香川県立文化会館（設計・大江宏） ●磯崎新『美術手帖』に「建築の解体」連載。
　ポスト・モダニズムを志向●ロバート・ヴェンチューリ『建築の多様性と対立性』でモダニズム建築を批判 ●自動販売機が100万台を突破

「せまい日本そんなに急いでどこへ行く」

●環境週間がスタート。7道県でノーカーデー、各閣僚もノーカーで登院

本土企業・ブローカーによる軍用地買い占めが横行

●全国でリサイクル運動が始まる

●10月、第一次石油危機（オイルショック）→11月、トイレットペーパーの買いだめ騒動
●石油ショックに伴う第二次節減対策として電力使用制限令発令
●文化庁、町並み保存事業に乗りだす

●8月、神奈川県の団地で、ピアノの音がうるさいと親子3人が隣人に殺害される

●総理府の調査で、仕事より家庭生活重視の社員が増えていることが分かる。モーレツ時代の終わり
●最高裁、東京世田谷の住民の日照権を初めて認める
●東京都練馬区の中学校付近で光化学スモッグ発生

●11月、吹田市の万博跡地に、国立民俗学博物館開館

●4月、建築家・末吉栄三計画研究室の「仕事展」開催（国吉ギャラリー）

●3月、南島地名センター発会。初代会長：仲松弥秀

●10月、日劇跡地に有楽町センタービル（有楽町マリオン）オープン

●4月、NTT、日本たばこ産業が民営化
●5月、男女雇用機会均等法、衆議院で可決、成立→1986.4.1施行
●6月、淡路島と鳴門市を結ぶ東洋一のつり橋、大鳴門橋開通
●6月、28ヶ月連続景気拡大

●12月、任天堂のテレビゲーム「スーパーマリオブラザーズ」発売
●この年の自殺者、戦後最高の2万5524人
●この年、農林業人口が10％を割ったと総務庁発表

●5月、東京の赤坂・六本木に「アークヒルズ」開業
●5月、長者番付の過半数が土地売却者の地価狂乱
●5月、アフリカで1790万人が飢餓状態と国連

●3月、「地名を守る会」が設立総会。代表・谷川健一 ●8月、日本の自然海岸は49％と環境庁発表 ●6月、日本人の平均寿命、男女とも世界一に（男74.2歳、女79.78歳）
●6月、農業就業者の4割強は60歳以上と農水省

●ソ連書記長ゴルバチョフ、ペレストロイカ推進
●6月、総合保養地域整備法（リゾート法）公布施行

●2月、企業メセナ協議会発足
●3月、千葉県、新設ゴルフ場で農薬使用を全面禁止 ●7月、大規模リゾート施設「シーガイア」宮崎市にオープン
●3月、白神山地を通る、青森－秋田林道の建設中止

●6月、月例経済報告で、景気拡大は43か月続き、岩戸景気の42か月を抜く

●12月、バブルはじける

●5月、環境庁、日本の絶滅した野生動物250種の調査結果『レッドデータ・ブック』刊行
●不況深刻化

●5月、国家公務員の完全週休2日制スタート
●9月、全国一斉に学校週5日制スタート

●7月、耕地利用、労働力不足で初の100％割れに
●11月、環境庁、昨年夏の猛暑と渇水で地下水のくみ上げが増え、各地で地盤沈下が進行と発表

●この年、インターネットが爆発的に増殖し「インターネット元年」といわれる

●7月、PL法（製造物責任法）施行
●3月、オウム真理教による地下鉄サリン事件発生

●1月、阪神大震災。淡路島北部を震源とするM7.2の直下型大地震発生 ●5月、ドイツのシュレーダー首相、国内の原発を順次廃棄すると発表 ●2月、全国の2600の過疎地域が、今後消滅する恐れと国土交通省

●10月、九州国立博物館、福岡県太宰府市にオープン

●11月、エコビルド賞に嘉手納町出身の伊礼智氏の「東京町家・9坪の家」

●12月、日本サステナブル協会（JSBC）設立
　自然環境や人と共生する持続可能な建築を目指す

●9月11日、米国で同時多発テロ発生。在沖米軍も厳戒態勢

●9月、冷夏のため、コメが戦後最悪の大凶作。政府、タイ米の緊急輸入決定
●8月、総理府の世論調査で、「日本は悪い方向に向かっている」が初の過半数

●3月、新宿副都心に東京都の新庁舎が落成
●4月、第1回国際建築家賞に安藤忠雄

●7月、高さ日本一の横浜ランドマークタワー落成（70階・296ｍ） ●4月、農水省、長崎県諌早湾干拓の堤防すべて閉鎖
●4月、住宅地の価格、東京はニューヨークの45倍と国土庁・日本不動産鑑定協会が発表

●1月、東京国際フォーラム開館

●9月、米国、政府が関係する日本の公共事業について、全面開放・一般競争入札を要求
このころ全国で博物館の建設ブーム

●6月、東京都写真美術館、開館

●10月、NY株式市場で史上最大の暴落(魔の月曜日)
●10月、国土庁、東京臨海副都心開発計画を発表

●川や湖に外来魚が急増、日本産減少と環境庁
●4月、本州四国連絡橋の「瀬戸大橋」開通

●この年、人手不足が顕著で外国人労働者が急増
●4月、消費税スタート。3％の課税実施
●4月、本州四国連絡橋の「瀬戸大橋」開通

●9月、横浜ベイブリッジ開通

●このころパソコン、ワープロ急速に普及。パソコンの普及台数は100万台突破
●3月、インテリアコーディネーター資格試験制度発足

●磯崎新、ロサンゼルス現代美術館を設計。このころから、日本人建築家が世界で活躍

●厚生省、平均寿命が男72.69歳、女77.95歳で日本が世界一の長寿国になったと発表

●4月、東京・池袋に60階建ての超高層ビル・サンシャイン60開館

●EC事務局、日本人は「ウサギ小屋に住む仕事中毒者」と表現

●通産省、PCB（ポリ塩化ビフェニール）の使用禁止を通達
●列島改造の土地ブームで、前年度長者番付上位100人のうち95人が土地成金
●日本初のDIYの店が埼玉県に開店

●東京の新宿や銀座などで日曜日の「歩行者天国」スタート
●4月、富山県で発生したイタイイタイ病、工場の配水が原因と大学教授が発表
●6月、「国民生活白書」が「国民の9割は中流意識を持っている」と発表

日本のGNP（国内総生産）世界第2位に
●この年、日本でマンション建設が活発。第1次マンションブーム

●4月、日本初の超高層ビル、霞が関ビル完成。地上36階、高さ146m

●建築基準法改正で、高層ビルや地下街などの防災基準、建ぺい率制限が緩和

●宇井純、東大で公開自主講座「公害原論」開講

●日本電建、コンピュータによる注文住宅の設計を開始

●11月、東京・世田谷に玉川高島屋開店。日本初の大規模郊外型ショッピングセンター
●6月、日本最大のアーチ型ダム、黒部川第4発電所が完成

●4月、農業基本法が強行可決→農業から工業へ労働力が流出し食糧自給率が低下
●スーパーマーケットが急増
●1月、東京の常住人口が推定約1000万人を突破、世界初の1000万都市となる。

●4月、建築家・黒川紀章、菊竹清訓ら「メタボリズム宣言」
●5月、積水ハウス、本格的なプレハブ住宅を発売

●9月、伊勢湾台風襲来。死者5041人

●このころ、芝浦製作所（現・東芝）が国産初の電気洗濯機と電気冷蔵庫を発売

●東北・北海道地方、冷害のため11月ごろから大凶作。約10万人が困窮し、各地で家族離散

●全国の失業者数、40万人を突破

このころから台湾人の八重山入植がはじまる

●8月、新宿駅前にマーケットができる。闇市の始め
●3月、小学校、国民学校に改称

●6月、今泉善一ら新日本建築家集団（NAU）創立

●11月、文部省、PTA結成を促す●9月、国民学校再開
●4月、本土との航海全面禁止

●7月、文部省、市町村に公民館設置を通達
●5月、ニューヨークにエンパイアステートビル完成。以後40年間世界一の高さ。102階建て
●7月、磯崎新誕生

●8月、米国で失業が深刻化
●5月、建築家ブルーノ・タウト、ナチスに追われ日本に亡命。近代日本建築の開拓者

●辰野金吾、東京・京橋に日本初の民間設計事務所開設

地租改正条例が公布される  
地価の3％の税を土地の所有者が現金で納めるようにした

学制を定め、全国に小学校をつくる
→義務教育の開始

西南の役 廃藩置県 内閣制度ができ、伊藤博文が初代の内閣総理大臣になる 日清戦争（～1895） 日露戦争（～1905）

日本、韓国を併合

第一次世界大戦（～1918） 関東大震災が発生する 満州事変 二・二六事件 盧溝橋事件勃発 第二次世界大戦
アジア・太平洋戦争の始まり

ソヴィエト社会主義共和国連邦成立
太平洋戦争が起こる（～1945） 日米安保調印 ベトナム戦争（～1975）

朝鮮戦争（～1953）

沖縄の本土復帰
田中角栄「日本列島改造論」

大阪万博博覧会

沖縄国際海洋博覧会 海邦国体開催 ベルリンの壁
崩壊

湾岸戦争 首里城公園開園 阪神・淡路大震災 アメリカ同時多発テロ事件 沖縄県立博物館・美術館開館東京オリンピック開催
沖縄戦 沖縄の基地が後方支援

6.23

5.15
7.30
ナナサンマル

ポストモダン

9.11

沖縄県の設置
（ヤマト世）

沖縄で住宅建築が自由に

軽便鉄道

「ソテツ地獄」（～昭和初期）

世界恐慌

セメント瓦誕生

モボ・モガ
modernBoy

modernGirl

ゼロからのスタート

戦後復興

2×4

基地建設本格化
島ぐるみ土地闘争

高度経済成長 公害対策基本法

公害問題深刻化 バブル経済

リゾート開発

ベトナム景気

「土地収用令」公布

スクラップブーム（～1956）
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